
都市再生整備計画　（第６回変更）

平成27年9月

三重県　伊賀市

うえのまち地区



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 140 ha

平成 23 年度　～ 平成 27 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 21 27

人／日 21 27

人／年 21 27

都道府県名 三重県 伊賀
い が

市
し

うえのまち地区

計画期間 交付期間 27

人が集まり賑わい、次世代を育てる繋げるまちの創造
　目標１：子供から高齢者まで安心して豊かに暮らせるまちづくり
　目標２：にぎわいのある中心市街地の復興
　目標３：歴史と文化を活かした楽しく歩けるまちづくり

・当地区は、本市のほぼ中央に位置し、上野城下町を中心とした、小高い段丘上という特徴的な地形で構成している。人口は本市全域の約12％を占める。上野城下町は碁盤の目状の風情あるまちなみが歴史遺産として今なお残っており、毎年秋には
伝統ある上野天神祭が行なわれる。

・中心市街地には商業・業務・文化機能などが集積しており、上野市駅周辺地区はバスや鉄道の公共交通の接点にもなっているほか、国道25号、国道163号をはじめ、中央には銀座通りが走っている。また地区周辺にはＪＲ線や近鉄線、名阪国道があ
り、広域連携を可能にし、それらが近隣府県との交流基盤の役割を果たしている。

・しかし、モータリゼーションの進展とともに、公共交通機関の利用は減り、車でのアクセスがしやすいロードサイド型の大型商業施設が増加し、これまで商業の中心であった中心市街地の商業集積は、急速に衰退することとなった。また、近年の若い世
代が流出する傾向は少子高齢化に拍車をかけ、空き家・空き地の増加や、商業の衰退による後継者不足、空き店舗の増加、経済の空洞化といった問題を抱えている。

・俳聖松尾芭蕉生誕の地であり、上野城をはじめとする忍者屋敷、芭蕉翁記念館、俳聖殿など数多くの観光資源に恵まれているほか、市内には歴史的な建築物が数多く分布し、伝統的なまちなみを形成しており、これらを保全・活用することにより、新た
な観光資源となりうる。そのほか多数の店舗等がまちかど博物館に指定され、伊賀の文化を伝え、来街者との交流の場となっている。しかし、これら個々の資源をつなぐ動線が確立されていないため、まちなかの観光資源が活かされず来街者の回遊が
少ない現状となっている。

・多様なまちづくり団体の参加と事業展開が必要であるため、文化、環境、福祉、住宅といった生活と深く関わるまちづくりの分野に取り組むとともに、商業や観光の面での充実を図るために、平成20年11月伊賀市中心市街地活性化基本計画の認定を受
け、活性化に向けた取り組みを行っている。

・市役所をはじめ商業・業務・文化機能が集積し、バスや鉄道の公共交通の拠点であるべき中心市街地において、子供から高齢者までが安心して豊かに暮らすために必要な交流施設や、子育て世代を支援のする場など公共公益サービス機能が不足し
ている。このことにより若い世代が当地区から流出し、少子高齢化に拍車をかけているため、さまざまな世代が暮らしやすい環境整備を行う必要がある。

・市街地近郊へのロードサイド型の大型商業施設の出店により、商店街は衰退し、商業機能が低下しているため、買い物客がアクセスしやすい環境を整備する必要がある。

・上野城をはじめとする数多くの観光資源があるにもかかわらず、これら個々の資源をつなぐ動線が確立されていないため、歴史的な数多くの建築物により形成される伝統的なまちなみを有効に活かした回遊したくなる環境を整備する必要がある。

■伊賀市総合計画（２００６－２０１５）
　コンパクトでにぎわいのあるまちづくりをめざすため、「伊賀市中心市街地活性化基本計画」を策定し、都市機能の市街地への集約と中心市街地のにぎわい回復に向けて一体的な取り組みを進める。また、多様な民間主体が参画する中心市街地活性
化協議会を設立し、広範かつ総合的なタウン・マネジメント活動に取り組むことにより、中心市街地活性化を推進する。

■伊賀市都市マスタープラン
　上野市駅を中心とする拠点である中心市街地は、上野城下町であったという歴史的な背景、江戸時代から続く商人町を中心とした商業集積、市内を通る国道の結節点、公共・公益施設の集中立地など、本市における中心的なエリアであると位置付け
ている。
　また、市域におけるＤＩＤ地区はこのエリアを含む地域のみであり、人口を集中させるとともに、ここを中心として、国道や鉄道などにより地域がつながり、生活支援サービスや観光情報、農産物や加工品等の特産物が集中することによって、地域間の
ネットワークを形成する拠点的な役割を担うことが求められる。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

歩行者・自転車通行量 上野市駅前周辺地区（４箇所）における歩行者・自転車通行量 賑わいを定量的に把握するための指標 2,462 3,819

暮らしやすさに関する満足度
買い物、スポーツ、子育て、文化等の暮らしに関する市民
の満足度（まちづくりアンケート)

市民の暮らしに関する豊かさや安心などの満足度を把握する指標 15.0 18.0

観光客入込み客数 市街地の観光施設の入込み客数 歴史、文化を活かしたまちづくりの効果を把握するための指標 416,258 423,220



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
・中心市街地活性化基本計画の推進
　当計画における事業は「伊賀市中心市街地活性化基本計画」に基づく事業である。行政がこれらの事業推進による環境整備を行い、まちなかへの誘導を推進することで、商店街やまちづくり会社等が活性化に向けた取り組みを行ない「にぎわい」を復
活させる。

・市民参加による事業推進
　街なみ環境整備事業については「うえのまちまちづくり協議会」との協働により整備計画を策定している。事業実施段階においても近隣住民のワークショップによる広場の実施設計を行うなど市民参加型の事業推進を行っている。

方針に合致する主要な事業
整備方針１（安心して豊かに暮らせるまちづくり）
◎上野市駅前地区の市街地再開発事業により、地域の誰もが利用できる生涯学習施設や子育て支援センター、保健センターなど高次都市施設を導入
し、また放課後児童クラブなどの次世代育成支援施設を整備することで、子供から高齢者まで安心して豊かに暮らせる環境整備を行う。

◎建替えについて検討している新市庁舎を地域交流や安心安全を考慮した総合的なまちづくりの視点をもって、当計画と一体的な整備を目指す。

■基幹事業
・子育て包括支援センター整備事業、生涯学習センター整備事業（高次都市施設）
・まち巡り拠点施設整備事業（成瀬平馬屋敷門活用事業）（既存建造物活用事業）

●関連事業
・上野市駅前地区第一種市街地再開発事業
・伊賀上野橋新都市線社会資本整備総合交付金事業
・保健センター・男女共同参画センター整備事業
・放課後児童クラブ整備事業
・伊賀市役所新庁舎建設事業
・再開発ビルテナントミックス事業

○関連社会資本整備事業
・（都）上野丸之内駅前広場線整備事業
・（都）伊賀上野橋新都市線整備事業

整備方針２（にぎわいのある中心市街地の復興）
◎再開発ビルへの魅力あるテナントの誘致、公共公益施設の導入、駅前広場にゆとりある空間を創出することにより、中心市街地の中心性及び求心力
を回復させ、まちなかににぎわいを創出する。

◎車社会に対応した駐車場整備や歩行者空間の整備により利便性の向上を図ることで、周辺地区住民のまちなかへの来訪機会の増加を図る。

■基幹事業
・（再掲)子育て包括支援センター整備事業、生涯学習センター整備事業（高次都市施設）
街なみ環境整備事業
　（道路美装化事業、広場整備事業、生活環境施設整備事業、修景助成事業）

□提案事業
・まちなか再生啓発イベント

●関連事業
・（再掲）上野市駅前地区第一種市街地再開発事業
・（再掲）伊賀上野橋新都市線社会資本整備総合交付金事業
・（再掲）保健センター・男女共同参画センター整備事業
・（再掲）再開発ビルテナントミックス事業

○（再掲）関連社会資本整備事業
・（都）上野丸之内駅前広場線整備事業
・（都）伊賀上野橋新都市線整備事業

整備方針３（歴史と文化を活かした楽しく歩けるまちづくり）
◎俳聖松尾芭蕉翁の生誕地として俳句文化を全国に発信する拠点づくりを行うことにより、市外からの集客を図るとともに、町家や歴史的な建物が残る
城下町エリアへの観光客の誘導を図る。

◎４００年前に藤堂高虎が開いた城下町（うえのまち）地区に残る町家や町並みの保全、歴史ある上野天神祭りの楼車や鬼行列が巡行するルートの美
装化により、まちなかでの回遊性を高めることで、来訪者が歩いて楽しいと感じるまちづくりを行う。

■基幹事業
・（再掲）まち巡り拠点施設整備事業（成瀬平馬屋敷門活用事業）（既存建造物活用事業）
・（再掲）街なみ環境整備事業
　（道路美装化事業、広場整備事業、生活環境施設整備事業、修景助成事業）

□提案事業
・上野城築城４００年記念事業（地域創造支援事業)

○関連事業（効果促進事業）
・伊賀市景観計画修正及び公共サイン計画策定



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設（地域交流センター） 伊賀市 直 － H23 H23 H23 H23 559.7 559.7 559.7 559.7

伊賀市 直 － H23 H23 H23 H23 161.3 161.3 161.3 161.3

既存建造物活用事業（観光交流センター） 伊賀市 直 － H24 Ｈ28 H24 H27 108.7 65.7 65.7 65.7

既存建造物活用事業（地域交流センター）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業 伊賀市 直／間 H20 H29 H23 H27 1,478.6 675.3 665.9 665.9

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,308.3 1,462.0 1,452.6 1,452.6 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
伊賀上野城築城
４００年記念事業
実行委員会

間 H23 H23 H23 H23 7.5 7.5 7.5 7.5

ハイトピア伊賀管
理組合

間 H25 H25 H25 H25 1.7 1.7 1.7 1.7

伊賀市 直 － H27 H27 H27 H27 2.0 2.0 2.0 2.0

－

－

－

合計 11.2 11.2 11.2 11.2 …B
合計(A+B) 1,463.8

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
伊賀市役所新庁舎建設事業 伊賀市 〇 H22 H26 6,000

放課後児童クラブ整備事業 上野紺屋町 伊賀市 厚生労働省 201㎡ 〇 H23 H23 59

上野丸之内 伊賀市 国土交通省 1.1ｈａ 〇 H17 H24 5,600

上野丸之内 三重県／伊賀市 国土交通省 43m ○ H23 H25 800

上野丸之内 伊賀市 国土交通省 616.2㎡ 〇 H23 H23 209

再開発ビルテナントミックス事業 上野産業会館 経済産業省 500㎡ 〇 H23 H23 250

伊賀市 国土交通省 ○ Ｈ26 H26 7

合計 12,925

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

0.441

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 1,463.8 交付限度額 646.0 国費率

－

－

－

－

生涯学習センター整備事業

高次都市施設（子育て世代活動支援センター） 子育て包括支援センター整備事業

まち巡り拠点施設整備事業（成瀬平馬屋敷門活用事業）

住宅市街地
総合整備
事業

9.4

9.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

－

上野城築城400年記念事業

まちなか再生啓発イベント

まちづくり活
動推進事業

－

地域創造支
援事業

事業活用調
査

事業評価分析調査 －

0

事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

－

上野丸之内

上野市駅前地区第一種市街地再開発事業

伊賀上野橋新都市線社会資本整備総合交付金事業

保健センター・男女共同参画センター整備事業

上野丸之内

伊賀市景観計画修正及び公共サイン計画策定



都市再生整備計画の区域

うえのまち地区（三重県伊賀市） 面積 140 ha 区域
上野丸之内、上野東町、上野片原町、上野中町、上野西町、上野向島町、上野西大手町、上野幸坂町、上野徳居町、上野小玉町、上
野魚町、上野鍛治町、上野新町、上野相生町、上野紺屋町、上野三之西町、上野忍町、上野池町、上野茅町、上野恵美須町、上野日
南町、上野鉄砲町、上野桑町、上野寺町、上野農人町、上野赤坂町、上野玄蕃町、上野伊予町

西大手駅 

上野市駅 

広小路駅 

茅町駅 

上野城公園 

西小学校 上野高校 
崇廣中学校 

凡 例 

うえのまち地区 140ha 

伊賀鉄道 

国道25号、国道163号 

国道422号 

県道上野大山田線 

伊賀市役所 

市道丸之内伊賀上野橋

市道桑町恵美須町線 


